大江匡衡の八月十五夜の詩 by 北山 円正
一
寛
弘
二
（
一
五
）
年
八
月
、
大
江
匡
衡
は
近
江
国
で
病
を
養
っ
て
い
た
（
１
）。
あ
た
か
も
十
五
夜
、
観
月
の
折
の
思
い
を
託
し
た
詩
（
江
吏
部
集
巻
上
）
が
あ
る
。
い
つ
も
の
年
な
ら
都
の
宮
中
で
名
月
を
愛
で
な
が
ら
、
貴
族
・
文
人
と
と
も
に
詩
を
詠
じ
る
は
ず
な
の
に
と
い
う
思
い
が
去
来
す
る
一
夜
で
あ
っ
た
。
ま
ず
こ
の
作
を
引
用
す
る
。
八
月
十
五
夜
、
江
州
野
亭
、
対
月
言
志
八
月
十
五
夜
、
江
州
の
野
亭
に
、
月
に
対
ひ
て
志
を
言
ふ
去
年
八
月
十
五
夜
、
去
年
の
八
月
十
五
夜
、
営
吏
務
以
在
尾
州
、
吏
務
を
営
み
て
以
て
尾
州
に
在
り
、
今
年
八
月
十
五
夜
、
今
年
の
八
月
十
五
夜
、
事
湯
薬
以
在
江
州
。
湯
薬
を
事
と
し
て
以
て
江
州
に
在
り
。
不
見
漢
宮
之
月
、
漢
宮
の
月
を
見
ず
、
不
見
梁
園
之
月
。
梁
園
の
月
を
見
ず
。
不
聞
鳳
琴
之
声
、
鳳
琴
の
声
を
聞
か
ず
、
不
聞
龍
笛
之
声
。
龍
笛
の
声
を
聞
か
ず
。
我
雖
仮
風
月
之
名
、
我
風
月
の
名
を
、
於
風
月
之
席
、
風
月
の
席
に
仮
る
と
雖
ど
も
、
因
縁
猶
浅
明
矣
。
因
縁
猶
ほ
浅
き
こ
と
明
ら
か
な
り
。
是
風
骨
之
鮫
之
令
然
也
、
是
れ
風
骨
の
鮫
の
然
ら
し
む
る
な
り
、
是
月
将
之
駑
之
令
然
也
。
是
れ
月
将
の
駑
の
然
ら
し
む
る
な
り
。
定
知
、
定
め
て
知
り
ぬ
、
翰
林
主
人
、
翰
林
主
人
、
独
歩
於
文
場
、
文
場
に
独
歩
し
、
酔
郷
先
生
、
酔
郷
先
生
、
鷹
揚
於
酒
城
。
酒
城
に
鷹
揚
た
ら
む
こ
と
を
。
於
是
、
是
に
、
性
慵
病
侵
、
性
慵
も
の
う
く
し
て
病
侵
し
、
官
冷
齢
仄
。
官
冷
す
さ
ま
じ
く
し
て
齢
仄かた
む
く
。
─ ─
大
江
匡
衡
の
八
月
十
五
夜
の
詩
北
山
円
正
姓
江
翁
望
江
楼
亦
有
便
、
姓
江
翁
江
楼
に
望
み
て
亦
便
り
有
り
、
員
外
郎
遊
外
土
亦
無
妨
。
員
外
郎
外
土
に
遊
び
て
亦
妨
げ
無
し
。
賚
持
者
祖
父
養
生
方
三
巻
、
賚らい
持ぢ
し
た
る
者
は
祖
父
が
養
生
方
三
巻
、
坐
臥
巻
舒
、
坐
臥
に
巻
舒
し
、
相
随
者
愚
息
起
居
郎
一
人
、
相
随
へ
る
者
は
愚
息
起
居
郎
一
人
、
晨
昏
左
右
。
晨
昏
に
左
右
す
。
纏
宿
霧
而
独
居
、
宿
霧
に
纏まと
は
れ
て
独
り
居
り
、
遙
隔
青
雲
之
路
、
遙
か
に
青
雲
の
路
を
隔
て
ら
れ
、
向
明
月
而
閑
詠
、
明
月
に
向
か
ひ
て
閑
か
に
詠
み
、
自
為
白
雪
之
歌
。
自
か
ら
白
雪
の
歌
を
為つく
る
。
嗟
乎
、
嗟
乎
あ
あ
、
才
智
不
玄
々
、
才
智
玄
々
な
ら
ず
、
鬢
髪
為
白
々
。
鬢
髪
白
々
為た
り
。
身
無
余
潤
、
身
に
余
潤
無
け
れ
ど
、
不
恥
子
貢
之
問
病
、
子
貢
の
病
を
問
ふ
に
恥
ぢ
ず
、
志
在
閑
居
、
志
は
閑
居
に
在
り
、
欲
学
陶
潜
之
帰
田
。
陶
潜
の
田
に
帰
る
を
学
ば
む
と
す
。
聊
題
翫
月
之
篇
句
、
聊
か
に
月
を
翫
ぶ
篇
句
を
題
し
、
暫
慰
凌
風
之
心
情
。
暫
ら
く
風
を
凌
ぐ
心
情
を
慰
め
む
。
云
爾
。
云
ふ
こ
と
爾
り
。
賓
客
不
来
僮
僕
去
、
賓
客
来
ら
ず
僮
僕
去
り
、
独
看
山
月
不
堪
秋
。
独
り
山
月
を
看
て
秋
に
堪
へ
ず
。
村
童
邑
老
莫
軽
我
、
村
童
邑
老
我
を
軽
み
す
る
こ
と
莫
か
れ
、
天
禄
帝
師
宰
此
州
。
天
禄
の
帝
師
此
の
州
に
宰
た
り
き
。
こ
の
詩
と
序
に
は
す
で
に
注
釈
（
２
）が
備
わ
っ
て
お
り
、
解
釈
を
大
き
く
修
正
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
夜
の
思
い
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
典
拠
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
白
居
易
と
元
の
詩
文
を
挙
げ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
、
出
典
を
め
ぐ
る
も
ろ
も
ろ
の
事
柄
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
二
匡
衡
は
、
前
年
の
八
月
十
五
夜
に
は
国
守
と
し
て
尾
張
国
に
あ
り
、
今
年
は
病
気
療
養
の
た
め
に
近
江
国
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
夜
の
有
様
は
、
儒
者
・
文
人
と
し
て
、
宮
中
で
の
賦
詩
を
勤
め
と
す
る
と
自
認
し
て
い
る
身
に
は
、
不
本
意
な
事
態
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
宮
廷
で
月
を
眺
め
る
こ
と
も
管
絃
を
聴
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
詩
人
と
し
て
の
名
を
風
流
韻
事
の
席
で
得
て
い
る
も
の
の
、
宮
廷
の
詩
宴
に
侍
せ
ら
れ
ず
、
因
縁
の
浅
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
と
、
無
念
さ
を
述
べ
て
い
る
。
文
事
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、
観
月
の
宴
は
そ
の
詩
才
を
発
揮
す
る
場
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
因
縁
の
浅
さ
の
理
由
を
、
是
風
骨
之
鮫
之
令
レ
然
也
、
是
月
将
之
駑
之
令
レ
然
也
に
あ
る
と
い
う
。
風
骨
は
、
詩
文
の
骨
格
。
作
品
の
根
幹
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
滋
野
貞
主
経
国
集
序
の
斉
梁
之
時
、
風
骨
已
喪
、
周
隋
之
日
、
規
矩
不
レ
存
は
、
そ
の
一
例
（
３
）。
風
骨
が
鮫
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
其
水
虫
、
則
有
二
…
…
鮫
一
（
文
選
巻
四
、
張
衡
南
都
賦
。
李
善
注
山
海
経
曰
、
鮫ハ
ノ
属
也
。
皮
有
二
班
文
一
而
堅
）
躍
龍
騰
蛇
、
鮫
鯔
琵
琶
（
同
巻
五
、
左
思
呉
都
賦
。
劉
淵
林
注
異
─ ─
物
志
曰
、
…
…
鮫
魚
出
二
合
浦
一、
長
二
三
尺
、
背
上
有
レ
甲
、
珠
文
堅
強
、
可
二
以
飾
一レ
刀
）
と
、
鮫
の
皮
が
固
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
風
骨
が
生
硬
で
あ
る
、
ぎ
こ
ち
な
い
な
ど
の
意
に
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
（
４
）。
つ
づ
く
対
句
の
月
将
は
、
月
を
追
う
ご
と
に
進
歩
す
る
の
意
。
毛
詩
（
周
頌
・
敬
之
）
の
日
就
月
将
、
学
有
三
緝
二
于
光
明
一
（
毛
伝
将ハ
行
也
）
に
も
と
づ
く
。
駑
は
、
文
選
（
巻
五
十
二
）
班
彪
王
命
論
に
駑
蹇
之
乗
、
不
レ
騁ハセ
二
千
里
之
塗ミチ
一
（
李
善
注
広
雅
曰
、
駑ハ
駘
也
。
今
謂
二
馬
之
下
者
一
為
レ
駑
）
と
あ
っ
て
、
の
ろ
い
馬
、
下
等
の
馬
、
の
ろ
い
の
意
。
つ
ま
り
、
我
が
文
章
が
拙
く
、
そ
の
成
長
の
鈍
い
こ
と
が
因
縁
の
浅
い
理
由
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、
翰
林
主
人
は
詩
宴
に
お
い
て
独
り
見
事
な
作
品
を
物
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
酔
郷
先
生
が
酒
豪
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
今
ま
さ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
十
五
夜
の
宴
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
句
に
あ
る
独
歩
鷹
揚
の
取
り
合
わ
せ
は
、
文
選
（
巻
四
十
二
）
曹
植
与
二
楊
徳
祖
一
書
に
昔
仲
宣
独
二
歩
於
漢
南
一、
孔
璋
鷹
二
揚
於
河
朔
一
と
あ
る
。
独
歩
に
つ
い
て
は
、
白
氏
文
集
（
巻
六
十
・
２９３０
）
の
劉
白
唱
和
集
解
に
見
え
る
江
南
士
女
語
二
才
子
一
者
、
多
云
二
元
白
一、
以
二
子
之
故
一。
使
二
僕
不
一レ
得
三
独
二
歩
於
呉
越
間
一、
亦
不
幸
也
や
、
こ
れ
を
本
に
し
た
紀
淑
望
の
古
今
集
真
名
序
の
有
二
先
師
柿
本
大
夫
者
一。
高
振
二
神
妙
之
思
一、
独
歩
二
古
今
之
間
一
を
踏
ま
え
て
い
る
。
も
し
詩
宴
に
居
合
わ
せ
た
な
ら
、
き
っ
と
詩
人
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
で
あ
ろ
う
に
と
、矜
恃
を
潜
め
つ
つ
悔
し
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
都
を
離
れ
た
土
地
で
十
五
夜
の
月
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
同
じ
月
を
眺
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
人
々
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
作
品
の
先
行
例
は
、
白
居
易
の
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ
月
憶
二
元
九
一
（
白
氏
文
集
巻
十
四
・
０７２４
）
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
銀
台
金
闕
夕
沈
沈
、
独
宿
相
思
在
二
翰
林
一。
三
五
夜
中
新
月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
。
渚
宮
東
面
煙
波
冷
、
浴
殿
西
頭
鐘
漏
深
。
猶
恐
清
光
不
二
同
見
一、
江
陵
卑
湿
足オホ
二 シ
秋
陰
一
（
頷
聯
は
、
千
載
佳
句
上
・
八
月
十
五
夜
、
和
漢
朗
詠
集
巻
上
・
十
五
夜
に
も
収
む
）
独
り
宮
中
の
翰
林
院
で
宿
直
し
な
が
ら
十
五
夜
の
月
を
眺
め
、
左
遷
さ
れ
て
二
千
里
の
か
な
た
江
陵
に
あ
る
友
人
元
の
心
境
を
思
い
や
っ
て
い
る
。
元
は
、
宦
官
劉
士
元
と
の
事
件
で
、
非
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
罪
を
問
わ
れ
、
そ
の
上
そ
れ
ま
で
官
界
の
不
正
を
弾
劾
し
て
き
た
こ
と
へ
の
反
感
が
加
わ
っ
て
、
江
陵
府
の
士
曹
参
軍
に
貶
謫
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
湿
潤
な
江
陵
で
は
、
都
と
同
じ
よ
う
な
明
る
い
月
が
見
ら
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
気
遣
っ
て
い
る
。
友
の
つ
ら
い
孤
独
の
日
々
や
、
官
吏
と
し
て
長
安
に
い
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
・
苦
し
さ
を
忖
度
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
詩
の
内
容
は
、匡
衡
の
十
五
夜
の
詩
と
ち
ょ
う
ど
逆
で
あ
る
。
隣
国
と
は
言
え
、
都
か
ら
は
隔
た
っ
た
近
江
国
に
あ
っ
て
十
五
夜
の
月
に
対
し
て
、
宮
中
の
宴
に
お
い
て
月
を
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
こ
で
奏
で
て
い
る
で
あ
ろ
う
管
絃
の
音
色
が
聞
か
れ
ぬ
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
翰
林
主
人
（
５
）
が
独
り
詩
宴
で
文
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
、
本
来
な
ら
自
分
が
受
け
た
で
あ
ろ
う
詩
人
と
し
て
の
高
い
評
価
が
得
ら
れ
な
い
悔
し
さ
が
現
れ
て
い
る
。
活
躍
す
る
べ
き
場
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
無
念
さ
を
、
描
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
─ ─
都
に
い
る
か
遠
隔
地
に
い
る
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
白
詩
も
匡
衡
の
詩
序
も
十
五
夜
の
月
に
向
か
っ
て
、
友
人
や
宮
廷
の
模
様
を
思
い
や
っ
て
い
る
。
旅
に
あ
る
人
や
遠
く
の
地
に
あ
る
人
が
故
郷
や
恋
人
・
友
人
を
思
う
詩
文
は
、
中
国
・
日
本
の
ど
ち
ら
に
も
多
い
が
、
一
方
の
場
所
が
宮
廷
で
あ
り
、
そ
の
日
が
八
月
十
五
日
で
あ
る
も
の
は
古
い
時
代
に
は
な
い
。
白
居
易
の
八
月
十
五
夜
の
詩
に
は
、
ほ
か
に
も
遠
く
に
思
い
を
馳
せ
る
も
の
が
あ
る
。八
月
十
五
日
夜
、
聞
二
崔
大
員
外
、
翰
林
独
直
、
対
レ
酒
翫
一レ
月
。
因
懐
二
禁
中
清
景
一、
偶
題
二
是
詩
一
秋
月
高
懸
空
碧
外
、
仙
郎
静
翫
禁
間
。
歳
中
唯
有
二
今
宵
好
一、
海
内
無
レ
如
二
此
地
閑
一。
皓
色
分
明
双
闕
、
清
光
深
到
九
門
関
。
遙
聞
二
独
酔
一
還
惆
悵
、
不
レ
見
三
金
波
照
二
玉
山
一
（
白
氏
文
集
巻
十
四
・
０７３７
）
空
高
く
懸
か
る
今
夜
の
月
は
、
閑
静
な
宮
中
で
見
る
の
が
最
も
よ
く
、
鮮
や
か
で
清
ら
か
な
光
は
、
宮
殿
の
奥
ま
で
降
り
注
い
で
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。
仙
郎
は
進
士
の
こ
と
で
あ
り
、
崔
大
員
外
崔
群
を
指
す
。
独
り
翰
林
院
で
宿
直
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
白
居
易
は
、
月
を
賞
し
な
が
ら
盃
を
傾
け
て
い
る
と
耳
に
し
て
、
そ
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
。
尾
聯
で
、
崔
群
が
独
り
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
と
結
ぶ
。
玉
山
は
、
晉
の
康
が
酒
に
酔
っ
て
そ
の
巨
漢
が
傾
い
た
様
は
、
山
が
崩
れ
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
（
６
）。
先
に
挙
げ
た
親
友
元
の
不
遇
を
悲
し
む
詩
と
は
異
な
り
、
明
る
い
笑
い
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
詩
も
名
月
を
介
し
て
知
友
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
も
う
一
首
挙
げ
て
お
こ
う
。
八
月
十
五
日
夜
、
亭
望
レ
月
昔
年
八
月
十
五
夜
、
曲
江
池
畔
杏
園
辺
。
今
年
八
月
十
五
夜
、
浦
沙
頭
水
館
前
。
西
北
望
レ
郷
何
処
是
、
東
南
見
レ
月
幾
廻
円
。
臨
レ
風
一
歎
無
二
人
会
一、
今
年
清
光
似
二
往
年
一
（
同
巻
十
七
・
１０６９
）
こ
の
詩
で
は
、
昔
年
と
今
年
の
八
月
十
五
夜
を
対
比
し
て
い
る
。
昔
年
は
長
安
城
の
東
南
部
に
あ
る
曲
江
の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
杏
園
で
月
を
眺
め
、
今
年
は
亭
に
あ
る
。
亭
は
、
江
州
の
浦
の
ほ
と
り
に
あ
る
亭
。
白
居
易
は
江
州
司
馬
と
し
て
左
遷
さ
れ
、
都
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
い
た
。
月
は
都
を
思
う
よ
す
が
と
な
り
、
こ
の
地
で
い
く
た
び
満
月
を
仰
い
だ
か
と
、過
ぎ
た
歳
月
に
思
い
を
致
す
の
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、
一
歎
な
げ
き
愁
え
た
と
こ
ろ
で
、
誰
も
我
が
苦
衷
を
察
し
て
は
く
れ
ぬ
（
会
は
理
解
す
る
の
意
）
が
、
今
宵
の
清
か
な
月
光
は
往
時
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
結
ぶ
。
昔
年
と
今
年
、
都
と
遠
隔
の
地
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
月
の
光
は
同
じ
で
あ
る
と
、
己
の
状
況
が
移
ろ
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
月
は
不
変
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
光
は
、
ど
こ
で
も
い
つ
で
も
変
わ
り
は
な
い
が
、
人
の
営
み
は
変
転
し
て
は
か
な
い
と
、
対
比
の
う
ち
に
我
が
身
の
境
涯
を
慨
嘆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
白
居
易
は
、
八
月
十
五
夜
の
月
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
の
月
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
人
に
思
い
を
馳
せ
、
こ
の
月
を
愛
で
て
い
た
往
時
を
回
想
し
た
。
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
で
も
、
月
に
変
わ
り
は
な
い
た
め
に
、
月
を
仰
ぎ
つ
つ
場
所
と
時
を
超
え
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
中
唐
以
前
に
八
月
十
五
夜
の
月
を
賞
翫
す
る
詩
文
は
な
い
。
白
居
易
及
び
そ
の
周
辺
の
─ ─
詩
人
ら
が
詠
作
の
始
発
と
な
っ
た
と
思
し
く
、
以
後
広
範
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
。
程
な
く
平
安
時
代
に
お
い
て
白
詩
の
受
容
が
活
発
に
な
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
菅
原
氏
一
門
が
、
独
自
の
催
し
と
し
て
こ
の
日
に
名
月
を
詠
じ
る
慣
習
を
始
め
る
に
到
る
。菅
原
道
真
が
官
界
で
活
躍
し
て
い
た
寛
平
九（
八
九
七
）
年
に
、
は
じ
め
て
宮
廷
の
行
事
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
７
）、
大
江
匡
衡
の
頃
に
は
、
宮
廷
の
み
な
ら
ず
貴
顕
の
邸
に
お
い
て
も
観
月
の
宴
を
広
範
に
催
し
て
い
た
。
右
の
匡
衡
の
詩
序
は
、
去
年
今
年
と
宮
廷
で
の
八
月
十
五
夜
の
宴
に
参
加
で
き
な
い
思
い
を
綴
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
観
月
の
宴
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
た
か
は
詳
細
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
匡
衡
の
詩
に
よ
っ
て
、
音
楽
を
伴
い
詩
宴
を
催
し
た
こ
と
な
ど
は
明
ら
か
で
あ
る
（
８
）。
三
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
白
居
易
は
八
月
十
五
夜
の
月
を
仰
ぎ
つ
つ
遠
く
に
い
る
人
を
思
い
、
こ
の
月
を
眺
め
た
往
時
を
振
り
返
る
詩
な
ど
を
い
く
つ
か
残
し
た
。
そ
の
う
ち
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
僻
遠
の
地
に
左
遷
さ
れ
た
友
人
元
を
気
遣
う
、
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ
月
憶
二
元
九
一
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
頷
聯
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
匡
衡
は
、
八
月
十
五
夜
に
な
れ
ば
こ
の
詩
を
諳
ん
じ
な
が
ら
月
を
眺
め
、
詩
想
を
廻
ら
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
八
月
十
五
夜
、
江
州
野
亭
、
対
レ
月
言
レ
志
の
詩
と
序
を
製
作
す
る
際
に
お
い
て
も
、
そ
う
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
次
に
匡
衡
の
詩
が
こ
の
白
詩
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
匡
衡
が
近
江
国
で
療
養
し
な
が
ら
宮
中
の
宴
を
思
い
や
る
の
に
対
し
て
、
白
居
易
は
都
の
宮
中
に
い
て
、
左
遷
さ
れ
て
江
陵
に
あ
る
元
の
様
子
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
匡
衡
は
都
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、
白
居
易
は
都
に
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
詩
を
詠
じ
て
い
る
側
の
居
場
所
が
両
者
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
遠
く
か
ら
都
を
思
う
詩
と
都
か
ら
遠
く
を
思
う
詩
と
い
う
内
容
の
相
違
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
離
れ
た
土
地
や
そ
の
地
の
人
へ
の
思
い
を
詠
じ
る
と
こ
ろ
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
匡
衡
は
、
不
レ
見
二
漢
宮
之
月
一、
不
レ
見
二
梁
園
之
月
一。
不
レ
聞
二
鳳
琴
之
声
一、
不
レ
聞
二
龍
笛
之
声
一
と
、
宮
廷
で
月
を
見
ら
れ
な
い
こ
と
、そ
こ
で
奏
で
る
音
楽
が
聴
か
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
、
定
知
、
翰
林
主
人
、
独
二
歩
於
文
場
一、
酔
郷
先
生
、
鷹
二
揚
於
酒
城
一
と
、
そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
人
の
姿
を
想
像
し
て
い
る
。
文
人
と
し
て
宴
に
侍
す
る
こ
と
の
か
な
わ
ぬ
辛
さ
く
や
し
さ
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
詩
で
は
、
湿
気
の
多
い
江
陵
に
い
る
元
は
明
る
い
月
が
見
ら
れ
る
の
か
と
、
遠
方
に
い
る
友
人
の
状
況
を
気
づ
か
っ
て
い
る
。
逆
境
に
あ
る
匡
衡
が
都
を
思
っ
て
苦
渋
を
か
み
し
め
る
の
に
対
し
て
、
順
境
に
あ
る
白
居
易
が
苦
境
に
立
つ
元
の
状
況
を
察
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
白
詩
は
、
詩
題
に
禁
中
独
直
と
あ
っ
て
、
独
り
月
を
眺
め
て
友
を
思
う
詩
で
あ
る
。
一
方
匡
衡
は
、
詩
序
に
相
随
者
愚
息
起
居
郎
一
人
息
子
挙
周
が
付
き
添
う
（
起
居
郎
は
内
記
の
唐
名
（
９
））
と
は
言
う
も
の
の
、
纏
二
宿
霧
一
而
独
居
、
遙
隔
二
青
雲
之
路
一
、
ま
た
詩
に
は
賓
客
不
レ
来
僮
僕
去
、
独
看
二
山
月
一
不
レ
堪
レ
秋
と
、
独
り
で
い
る
、
独
り
で
月
を
眺
め
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
匡
衡
の
詩
序
は
、
去
年
八
月
十
五
夜
、
営
二
吏
務
一
以
在
二
尾
州
一
と
十
五
夜
の
月
を
介
し
て
一
年
前
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
月
は
時
間
を
超
え
て
変
わ
ら
ぬ
輝
き
を
放
っ
て
お
り
、
過
去
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
す
が
と
な
る
。
─ ─
こ
の
よ
う
な
追
懐
は
白
詩
に
は
な
い
。
い
つ
も
な
ら
こ
の
夜
宮
廷
の
宴
に
参
加
し
て
詩
を
詠
じ
る
の
に
と
、
十
五
夜
の
月
は
本
来
あ
る
べ
き
自
分
の
役
割
を
思
い
起
こ
す
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
我
雖
レ
仮
三
風
月
之
名
、
於
二
風
月
之
席
一、
因
縁
猶
浅
明
矣
と
、
文
名
を
得
な
が
ら
十
五
夜
の
宴
に
い
ら
れ
な
い
宿
世
の
拙
さ
に
ま
で
思
い
い
た
っ
て
い
る
。
官
界
で
活
躍
し
て
い
る
白
居
易
と
は
逆
の
立
場
に
あ
る
元
の
心
境
と
重
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
詩
人
が
都
の
宮
廷
に
い
る
か
遠
く
離
れ
た
地
に
い
る
か
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
十
五
夜
の
月
を
仲
立
ち
と
し
て
遠
く
を
思
い
や
る
詩
は
、
白
居
易
に
始
ま
り
平
安
朝
の
匡
衡
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
匡
衡
の
詩
と
序
は
、
白
居
易
の
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ
月
憶
二
元
九
一
を
踏
ま
え
て
読
む
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
匡
衡
の
詩
と
序
は
白
居
易
の
詩
に
依
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。白
居
易
の
こ
の
詩
に
元
が
応
じ
て
お
り
、
そ
の
背
景
・
内
容
は
、
匡
衡
の
詩
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
そ
の
詩
を
挙
げ
る
。
酬
楽
天
八
月
十
五
夜
、
禁
中
独
直
、
玩
月
見
寄
楽
天
が
八
月
十
五
夜
、
禁
中
に
独
り
直
し
て
、
月
を
玩
ぶ
と
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
一
年
秋
半
月
偏
深
、
一
年
秋
半
ば
に
し
て
月
偏
へ
に
深
く
、
況
就
煙
宵
極
賞
心
。
況
ん
や
煙
宵
に
就
き
て
賞
心
を
極
む
る
を
や
。
金
鳳
台
前
波
漾
漾
、
金
鳳
台
前
波
漾
漾
と
し
て
、
玉
鉤
簾
下
影
沈
沈
。
玉
鉤
簾
下
影
沈
沈
た
ら
む
。
宴
移
明
処
清
蘭
路
、
宴
明
処
に
移
し
て
蘭
路
を
清
め
、
歌
待
新
詞
促
翰
林
。
歌
新
詞
を
待
ち
て
翰
林
を
促
さ
む
。
何
意
枚
皋
正
承
詔
、
何
の
意
ぞ
枚
皋
正
に
詔
を
承
く
る
も
、
瞥
然
塵
念
到
江
陰
。
瞥
然
た
る
塵
念
江
陰
に
到
る
と
は
。
（
元
集
巻
十
七
）
十
五
夜
の
月
を
愛
で
て
い
る
と
そ
の
輝
き
は
い
よ
い
よ
深
ま
る
と
始
ま
る
。
煙
宵
は
、
元
が
い
る
靄
が
か
か
っ
た
江
陵
の
夜
で
あ
り
、
白
居
易
の
詩
の
結
句
江
陵
卑
湿
足
二
秋
陰
一
を
承
け
て
い
る
。
頷
聯
で
は
、
宮
廷
の
殿
舎
の
前
に
は
光
が
降
り
注
ぎ
、
簾
の
下
は
光
を
浴
び
て
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
白
居
易
の
い
る
宮
廷
の
様
子
を
想
像
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宮
中
で
の
宴
は
よ
り
明
る
い
場
所
に
移
り
、
翰
林
学
士
で
あ
る
白
居
易
は
、
詩
を
詠
じ
る
よ
う
に
促
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
皇
帝
の
命
令
な
の
で
あ
ろ
う
、
友
の
そ
の
晴
れ
が
ま
し
い
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
翻
っ
て
尾
聯
で
は
、
枚
皋
（
皐
（
））
の
よ
う
な
名
誉
を
こ
う
む
る
君
が
何
で
ま
た
、
塵
念
（
）
つ
ま
り
俗
念
・
俗
心
。こ
こ
で
は
友
人
を
案
じ
る
心
を
こ
こ
江
陵
に
ま
で
示
そ
う
と
す
る
の
か
ね
と
卑
下
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
友
の
厚
情
へ
の
感
謝
を
込
め
て
い
る
。
元
は
、
白
居
易
と
は
逆
に
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
江
陵
で
、
宮
廷
で
の
宴
を
思
い
や
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
は
、
匡
衡
が
、
近
江
国
か
ら
、
宮
中
で
繰
り
広
げ
て
い
る
十
五
夜
の
宴
を
想
像
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
匡
衡
が
定
知
、
翰
林
主
人
、
独
二
歩
於
文
場
一
と
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
元
が
、
白
居
易
が
観
月
の
宴
で
活
躍
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
詠
じ
る
の
と
重
な
る
。
匡
衡
が
元
の
詩
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
（
）。
─ ─
四
白
居
易
の
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ
月
憶
二
元
九
一
を
、
源
氏
物
語
（
須
磨
）
で
、
須
磨
に
退
去
し
た
光
源
氏
が
、
八
月
十
五
夜
に
都
を
思
い
出
す
場
面
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
白
居
易
に
加
え
て
元
の
詩
も
視
野
に
入
れ
て
、
そ
の
箇
所
と
匡
衡
の
詩
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
、
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け
り
と
思
し
出
で
て
、
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
く
、
所
々
な
が
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
と
、
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。
二
千
里
外
故
人
心
と
誦ず
じ
た
ま
へ
る
、
例
の
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。
入
道
の
宮
の
、
霧
や
隔
つ
る
と
の
た
ま
は
せ
し
ほ
ど
い
は
む
方
な
く
恋
し
く
、
を
り
を
り
の
こ
と
思
ひ
出
で
た
ま
ふ
に
、
よ
よ
と
泣
か
れ
た
ま
ふ
。
夜
更
け
は
べ
り
ぬ
と
聞
こ
ゆ
れ
ど
、
な
ほ
入
り
た
ま
は
ず
。
見
る
ほ
ど
ぞ
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
め
ぐ
り
あ
は
む
月
の
都
は
遙
か
な
れ
ど
も
そ
の
夜
、上
の
い
と
な
つ
か
し
う
昔
物
語
な
ど
し
た
ま
ひ
し
御
さ
ま
の
、
院
に
似
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
し
も
、
恋
し
く
思
ひ
出
で
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
、
恩
賜
の
御
衣
は
今
こ
こ
に
在
り
と
誦
じ
つ
つ
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
御
衣
は
ま
こ
と
に
身
を
は
な
た
ず
、
傍
ら
に
置
き
た
ま
へ
り
。
憂
し
と
の
み
ひ
と
へ
に
も
の
は
思
ほ
え
で
左
右
に
も
濡
る
る
袖
か
な
月
の
光
が
明
る
く
降
り
注
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
、
八
月
十
五
夜
で
あ
る
こ
と
に
思
い
い
た
り
、
ま
ず
清
涼
殿
殿
上
の
間
で
催
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
宴
を
恋
し
く
思
い
、
所
々
つ
ま
り
都
に
い
る
女
人
ら
が
月
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
都
に
い
れ
ば
、
観
月
の
宴
に
召
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
ま
た
は
女
人
と
と
も
に
月
を
愛
で
た
で
あ
ろ
う
に
と
、思
い
を
巡
ら
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
白
詩
に
お
け
る
白
居
易
と
元
の
状
況
を
入
れ
替
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
光
源
氏
が
口
ず
さ
む
、
白
詩
の
第
四
句
二
千
里
外
故
人
心
で
あ
る
。
故
人
心
は
所
々
の
心
に
置
き
替
え
て
い
る
。
殿
上
の
遊
び
に
思
い
を
馳
せ
る
と
こ
ろ
は
、
元
の
詩
に
描
く
、
宮
廷
で
の
月
の
輝
き
や
白
居
易
が
活
躍
す
る
宴
の
様
子
を
想
像
す
る
あ
た
り
や
、
匡
衡
の
詩
序
で
、
宮
廷
の
月
を
見
ら
れ
ぬ
こ
と
や
音
楽
を
聴
け
な
い
こ
と
、
賦
詩
飲
酒
の
有
様
を
無
念
の
思
い
を
抱
え
な
が
ら
思
い
や
る
あ
た
り
な
ど
と
重
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
入
道
の
宮
藤
壺
の
歌
や
兄
朱
雀
院
と
の
語
ら
い
を
振
り
返
る
の
は
、
月
を
眺
め
る
こ
と
が
過
去
を
追
懐
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
月
は
、
空
間
の
み
な
ら
ず
時
間
の
隔
た
り
を
超
え
て
、
人
や
出
来
事
を
追
懐
す
る
よ
す
が
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
も
ろ
こ
し
に
て
月
を
見
て
よ
め
る
阿
倍
仲
麻
呂
天
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も（
古
今
集
巻
九
・
・
羇
旅
）
唐
か
ら
の
帰
国
前
に
眺
め
る
月
か
ら
、
か
つ
て
三
笠
山
に
出
て
い
た
月
を
振
り
返
る
。
十
五
夜
の
月
お
も
し
ろ
う
静
か
な
る
に
、
昔
の
こ
と
か
き
つ
く
し
思
し
─ ─
出
で
ら
れ
て
、
し
ほ
た
れ
さ
せ
た
ま
ふ
（
源
氏
物
語
・
明
石
）
八
月
十
五
夜
の
月
を
見
て
、
朱
雀
院
、
帰
京
し
た
光
源
氏
と
対
面
、
昔
を
回
顧
。
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
先
に
引
い
た
白
居
易
の
八
月
十
五
日
夜
、
亭
望
レ
月
（
巻
十
七
・
１０６９
）
は
、
今
年
の
月
を
媒
介
に
し
て
、
昔
年
の
月
お
よ
び
当
時
の
都
で
の
暮
ら
し
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。
月
だ
け
で
は
な
く
そ
の
頃
の
出
来
事
や
思
い
を
追
懐
し
、
さ
ら
に
は
己
の
現
在
の
境
涯
や
感
懐
と
の
相
違
に
感
慨
を
お
ぼ
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
は
、
匡
衡
の
詩
序
と
の
類
似
が
見
え
る
。
八
月
十
五
夜
の
月
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
去
年
は
尾
張
権
守
と
し
て
勤
め
、
今
年
は
近
江
国
で
病
を
養
う
暮
ら
し
に
あ
る
こ
と
に
思
い
至
り
、
さ
ら
に
は
、
我
雖
レ
仮
三
風
月
之
名
、
於
二
風
月
之
席
一、
因
縁
猶
浅
明
矣
と
、
文
人
と
し
て
の
八
月
十
五
夜
詩
宴
へ
の
不
参
加
が
、
心
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
不
レ
見
二
漢
宮
之
月
一
…
…
不
レ
聞
二
龍
笛
之
声
一
纏
二
宿
霧
一
而
独
居
、
遙
隔
二
青
雲
之
路
一
と
、
都
に
い
ら
れ
な
い
こ
と
や
孤
独
感
な
ど
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
須
磨
巻
の
光
源
氏
の
置
か
れ
た
立
場
は
、
元
・
匡
衡
の
そ
れ
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
光
源
氏
は
政
界
で
の
居
場
所
を
な
く
し
た
上
、
官
職
を
剥
奪
さ
れ
て
や
む
な
く
須
磨
へ
退
去
す
る
。
元
は
事
件
や
剛
直
な
性
格
が
わ
ざ
わ
い
し
て
江
陵
へ
左
遷
さ
れ
、
一
方
匡
衡
は
近
江
国
で
病
気
を
療
養
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
そ
の
背
景
は
異
な
る
が
、
不
本
意
な
が
ら
都
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
都
と
の
隔
絶
が
複
雑
な
感
懐
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
匡
衡
の
詩
と
序
は
、
須
磨
巻
と
の
類
似
点
が
多
い
。
ま
ず
と
も
に
、
や
む
を
得
ず
都
か
ら
離
れ
て
孤
独
な
暮
ら
し
を
し
て
、
不
遇
を
託
つ
点
が
背
景
に
あ
る
。
八
月
十
五
夜
の
月
を
見
て
、
と
も
に
宮
廷
で
催
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
宴
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
場
に
い
ら
れ
な
い
無
念
を
か
み
締
め
て
い
る
。
ま
た
、
月
を
契
機
と
し
て
過
去
を
振
り
返
る
と
こ
ろ
な
ど
も
共
通
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
紫
式
部
が
須
磨
巻
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
匡
衡
の
作
品
を
利
用
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
匡
衡
の
詩
と
序
が
、
詩
宴
で
の
作
で
は
な
く
独
詠
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
人
に
知
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
に
匡
衡
の
詩
・
序
と
同
じ
よ
う
な
作
品
が
見
当
た
ら
な
い
と
は
言
え
、
白
居
易
・
元
の
八
月
十
五
夜
の
詩
が
、
そ
の
頃
受
容
さ
れ
て
い
た
状
況
を
推
察
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
境
涯
に
重
ね
て
元
白
の
詩
を
味
わ
い
、
詩
文
創
作
で
の
活
用
を
試
み
た
文
人
が
ほ
か
に
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
五
大
江
匡
衡
は
、
八
月
十
五
夜
、
江
州
野
亭
、
対
レ
月
言
レ
志
序
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
、
白
居
易
の
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ
月
憶
二
元
九
一
を
利
用
し
、
こ
れ
に
和
し
た
元
の
酬
下
楽
天
八
月
十
五
夜
、
禁
中
独
直
、
玩
レ
月
見
上
レ
寄
を
も
踏
ま
え
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
十
五
夜
の
月
を
介
し
て
、
遠
く
離
れ
た
都
と
宮
廷
で
の
宴
や
そ
の
場
に
集
う
人
々
を
思
い
、
そ
こ
に
い
ら
れ
ぬ
不
遇
・
孤
独
を
か
み
締
め
て
い
る
。
元
の
置
か
れ
た
状
況
と
心
情
、
白
居
易
の
友
へ
の
思
い
と
己
の
現
状
と
を
重
ね
て
、
こ
の
序
を
綴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
─ ─
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
こ
の
作
品
が
終
わ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
序
の
向
二
明
月
一
而
閑
詠
、
自
為
二
白
雪
之
歌
一
は
、
明
る
い
十
五
夜
の
月
に
向
か
っ
て
白
雪
之
歌
を
作
ろ
う
と
い
う
。
こ
れ
は
、
文
選
（
巻
四
十
五
）
宋
玉
対
二
楚
王
問
一
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
高
尚
な
音
楽
の
意
で
あ
る
。
意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
つ
ら
い
境
涯
に
あ
っ
て
も
、
高
尚
な
詩
を
詠
じ
て
行
こ
う
と
す
る
意
思
の
表
明
で
あ
ろ
う
。己
の
詩
心
を
貫
く
姿
勢
を
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
身
無
二
余
潤
一、
不
レ
恥
二
子
貢
之
問
一レ
病
は
、
子
貢
が
原
憲
の
貧
し
さ
を
見
て
、
病
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
よ
と
嘆
い
た
と
こ
ろ
、
貧
し
さ
は
病
で
は
な
い
と
応
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
（
荘
子
・
譲
王
篇
）。
自
分
に
は
貯
え
は
な
い
が
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
恥
じ
た
り
は
し
な
い
と
生
き
方
へ
の
矜
恃
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
句
と
対
を
な
す
志
在
二
閑
居
一、
欲
レ
学
二
陶
潜
之
帰
一レ
田
は
、
陶
潜
の
よ
う
に
田
園
に
戻
っ
て
の
ど
か
に
暮
ら
し
た
い
（
）
と
、
閑
居
へ
の
志
向
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
詩
で
は
、
村
童
邑
老
莫
レ
軽
レ
我
、
天
禄
帝
師
宰
二
此
州
一
と
、
村
人
に
対
し
て
出
自
を
誇
っ
て
い
る
。
天
禄
帝
師
は
、
天
禄
年
間
に
円
融
天
皇
の
侍
読
で
あ
っ
た
大
江
斉
光
。
匡
衡
の
叔
父
。
宰
二
此
州
一
と
は
、
近
江
守
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
身
内
の
権
威
あ
る
人
物
を
挙
げ
て
、
侮
る
な
か
れ
と
胸
を
張
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
元
白
の
詩
を
踏
ま
え
る
だ
け
で
は
作
り
得
な
い
心
境
で
あ
る
。
た
だ
、
白
雪
之
歌
を
詠
じ
る
と
言
い
、
貧
し
さ
を
恥
じ
な
い
と
い
う
気
概
が
あ
り
な
が
ら
、
村
人
に
出
自
を
誇
る
姿
勢
に
矛
盾
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
江
の
国
で
の
療
養
生
活
は
間
も
な
く
終
わ
る
。
御
堂
関
白
記
の
翌
月
の
記
事
に
は
、
参
内
、
候
宿
。
宿
所ニ
殿
上
人
来
作
文
。
題ハ
菊
叢
花
未
レ
開
（
三
日
）、
参
内
。
内ニ
行
二
平
座
事
一。
入
レ
夜
作
文
。
題
菊
是
花
聖
賢
（
九
日
）
と
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
題
に
よ
る
詩
が
と
も
に
江
吏
部
集
（
巻
下
）
に
見
え
る
。
匡
衡
は
九
月
の
初
め
に
は
都
に
戻
っ
て
い
て
、
宮
中
で
の
詩
会
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
病
は
早
く
回
復
し
た
ら
し
い
。
近
江
で
の
詩
は
こ
の
作
の
み
で
あ
る
が
、
独
詠
で
あ
る
の
で
そ
の
複
雑
な
胸
中
を
窺
う
よ
す
が
と
な
ろ
う
。
〔
注
〕
（
１
）
匡
衡
が
寛
弘
二
年
八
月
に
近
江
国
に
い
た
こ
と
は
、斎
藤
煕
子
赤
染
衛
門
の
周
辺
平
兼
盛
と
大
江
匡
衡
（
文
学
語
学
第
九
号
）、
今
浜
通
隆
・
三
浦
加
奈
子
江
吏
部
集
全
注
釈
（
並
木
の
里
第
五
十
六
号
）
の
考
証
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
年
七
月
十
日
に
、
御
前
で
の
学
生
試
の
評
定
に
加
わ
り
、
二
十
一
日
に
は
、
匡
衡
が
藤
原
公
任
の
た
め
に
執
筆
し
た
辞
状
為
二
四
条
大
納
言
一、
請
レ
罷
二
中
納
言
左
衛
門
督
一
状
（
本
朝
文
粋
巻
五
・
）
が
、
献
る
や
即
日
返
却
さ
れ
て
い
る
（
以
上
権
記
に
よ
る
。
た
だ
、
辞
状
を
い
つ
書
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
）。
尾
張
国
か
ら
帰
洛
後
、
同
年
七
月
に
都
に
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
程
な
く
し
て
近
江
国
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
柿
村
重
松
本
朝
文
粋
註
釈
（
下
巻
。
た
だ
し
本
朝
文
粋
巻
八
・
は
序
の
み
を
収
載
）、
木
戸
裕
子
江
吏
部
集
試
注
（
一
）
（
文
献
探
究
第
三
十
六
号
）、
今
浜
通
隆
・
三
浦
加
奈
子
江
吏
部
集
全
注
釈
（
並
木
の
里
第
五
十
五
五
十
八
号
）
が
あ
る
。
な
お
こ
の
詩
序
は
、
江
吏
部
集
の
詩
序
中
、
唯
一
宴
─ ─
集
に
お
け
る
作
で
は
な
い
（
後
藤
昭
雄
平
安
朝
漢
文
学
史
の
輪
郭
詩
序
を
例
と
し
て
、
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
所
収
）。
（
３
）
小
島
憲
之
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
（下）
（
二
一
四
七
ペ
ー
ジ
）
は
、
風
骨
を
作
品
の
文
意
と
表
現
す
る
文
辞
と
を
合
は
せ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
（
４
）
木
戸
氏
の
注
は
、
鮫
を
諸
本
に
よ
っ
て
に
改
め
、
類
聚
名
義
抄
（
僧
下
）
の
訓
に
よ
っ
て
あ
ら
し
と
読
み
、
文
章
の
骨
格
が
粗
雑
な
せ
い
で
あ
り
と
解
す
る
。
今
浜
・
三
浦
氏
の
注
は
、
風
骨
が
鮫
の
軟
骨
の
よ
う
に
軟
ら
か
で
あ
り
、
決
し
て
十
分
な
硬
さ
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
だ
ろ
う
つ
ま
り
文
学
的
な
才
能
が
乏
し
い
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
と
解
す
る
。
（
５
）
翰
林
主
人
は
、
文
章
博
士
の
唐
名
（
拾
芥
抄
中
・
官
職
唐
名
部
）。
当
時
は
、
藤
原
弘
道
と
大
江
以
言
で
あ
っ
た
。
弘
道
は
、
御
堂
関
白
記
寛
弘
元
（
一
四
）
年
十
一
月
二
十
九
日
に
文
章
博
士
弘
道
朝
臣
参
、
小
右
記
寛
弘
二
年
十
一
月
十
四
日
に
文
章
博
士
弘
道
献
レ
題
、
其
詞
云
、
冬
日
於
二
飛
香
舎
一、
聴
三
第
一
皇
子
初
読
二
御
注
孝
経
一
者
テ
ヘ
リ
。
序
者
文
章
博
士
以
言
と
あ
る
の
で
、
寛
弘
二
年
八
月
に
文
章
博
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
言
も
、
権
記
長
保
四
（
一
二
）
年
三
月
十
九
日
の
左
大
臣
於
二
陣
定
一、
申
二
式
部
大
輔
・
左
大
弁
及
文
章
博
士
弘
道
・
以
言
…
…
一
と
右
の
小
右
記
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
は
文
章
博
士
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
（
６
）
世
説
新
語
（
容
止
）
に
は
、
康
身
長
七
尺
八
寸
、
…
…
山
公
曰
、
叔
夜
之
為
レ
人
也
、
巌
巌
若
二
孤
松
之
独
立
一。
其
酔
也
、
傀
俄
若
二
玉
山
之
将
一レ
崩
と
あ
る
。
こ
の
故
事
は
、
蒙
求
（
叔
夜
玉
山
）、
玉
集
（
巻
十
四
・
嗜
酒
篇
）
に
も
見
え
る
。
（
７
）
菅
原
氏
が
催
行
し
た
八
月
十
五
夜
の
観
月
の
宴
お
よ
び
詠
詩
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
菅
原
氏
の
年
中
行
事
（
神
女
大
国
文
第
十
三
号
）
に
お
い
て
述
べ
た
。
（
８
）
栄
花
物
語
（
月
の
宴
）
に
見
え
る
、
康
保
三
（
九
六
六
）
年
八
月
十
五
日
（
日
本
紀
略
は
閏
八
月
十
五
日
と
す
る
）
の
宴
は
、
前
栽
合
が
主
眼
で
和
歌
の
興
を
添
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
（
萩
谷
朴
平
安
朝
歌
合
大
成
第
巻
二
・
四
六
四
ペ
ー
ジ
）、
名
月
や
管
絃
は
、
そ
の
風
趣
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
担
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
源
氏
物
語
（
鈴
虫
）
の
冷
泉
院
の
御
所
に
お
け
る
観
月
の
宴
は
、
院
に
促
さ
れ
て
急
に
光
源
氏
ら
が
参
上
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
奏
楽
・
賦
詩
・
詠
歌
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
宴
の
内
容
と
し
て
は
、
鈴
虫
巻
の
そ
れ
が
宮
中
で
催
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
儀
式
書
な
ど
に
は
こ
の
宴
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
お
そ
ら
く
、
中
身
は
随
時
決
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
９
）
拾
芥
抄
中
・
官
位
唐
名
部
に
、
内
記
著
作
郎
、
起
居
郎
、
起
居
舎
人
、
柱
下
内
史
…
…
と
あ
る
。
挙
周
が
内
記
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
赤
染
衛
門
集
（
詞
書
）
に
、
挙
周
が
蔵
人
望
み
し
に
、
な
ら
で
内
記
に
な
り
し
か
ば
、
左
衛
門
の
命
婦
の
も
と
に
、
奏
せ
よ
と
お
ぼ
し
く
て
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
任
官
の
年
次
は
分
か
ら
な
い
が
、
蔵
人
に
さ
せ
る
べ
く
、
藤
原
─ ─
挙
直
に
藤
原
道
長
へ
の
周
旋
を
依
頼
し
た
、
長
保
四
（
一
二
）
年
十
一
月
の
匡
衡
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
（
本
朝
文
粋
巻
七
・
、
可
レ
被
三
上
二
啓
挙
周
明
春
所
望
一
事
）
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
以
降
寛
弘
三
年
三
月
四
日
に
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
る
（
御
堂
関
白
記
同
日
条
、
江
吏
部
集
巻
中
・
詩
題
寛
弘
三
年
三
月
四
日
、
聖
上
於
二
左
相
府
東
三
条
第
一、
被
レ
行
二
花
宴
一。
…
…
左
丞
相
伝
二
勅
語
一
曰
、
以
二
式
部
丞
挙
周
一
補
二
蔵
人
一
者
テ
ヘ
リ
…
…
。
な
お
、
挙
周
が
式
部
少
丞
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
寛
弘
三
年
正
月
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
）
ま
で
の
あ
る
時
点
で
、
内
記
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
に
寛
弘
二
年
八
月
が
あ
る
の
で
、
起
居
郎
（
内
記
）
は
挙
周
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
序
に
お
い
て
、
挙
周
を
愚
息
呼
ぶ
の
は
、
い
ま
だ
蔵
人
に
な
れ
ず
に
い
る
息
子
の
不
甲
斐
な
さ
を
嘆
く
故
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
匡
衡
が
挙
周
の
任
官
の
た
め
に
奔
走
し
、
蔵
人
に
補
任
せ
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
大
江
匡
衡
除
夜
作
と
そ
の
周
辺
（
神
女
大
国
文
第
十
一
号
）
参
照
。
（
）
枚
皋
は
、
漢
の
文
人
枚
乗
の
子
。
乗
の
死
後
、
上
書
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
皇
帝
は
喜
ん
で
対
面
す
る
。
そ
し
て
、
詔
使
レ
賦
二
平
楽
館
一
と
そ
の
才
が
試
み
ら
れ
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
て
任
官
し
た
（
蒙
求
・
枚
皐
詣
闕
）。
元
は
、
白
居
易
も
枚
皋
と
同
じ
よ
う
に
賦
詩
を
命
じ
ら
れ
る
栄
誉
を
得
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
の
で
あ
る
。
（
）
塵
念
や
同
じ
意
の
塵
心
の
例
に
は
、
瞥
然
塵
念
、
此
際
暫
生
（
白
氏
文
集
巻
二
十
八
・
１４８９
、
与
二
微
之
一
書
）
縦
有
二
旧
遊
一
君
莫
レ
憶
、
塵
心
起
即
堕
二
人
間
一
（
同
巻
十
九
・
１２３２
、
憑
閣
老
処
、
見
下
与
二
厳
郎
中
一
酬
和
詩
上、
因
戯
贈
二
絶
句
一
）
な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
元
和
十
二
（
八
一
七
）
年
の
作
で
あ
り
、
元
和
五
年
に
詠
じ
た
元
の
詩
を
意
識
し
て
用
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
）
新
間
一
美
元
白
・
劉
白
の
文
学
と
源
氏
物
語
交
友
と
恋
の
表
現
に
つ
い
て
（
源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
所
収
）
は
、
元
の
八
月
十
五
夜
の
詩
が
、
須
磨
巻
で
光
源
氏
が
、
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
く
と
宮
中
の
宴
を
思
い
出
す
と
こ
ろ
と
似
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
元
詩
の
受
容
は
、
匡
衡
の
場
合
に
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
（
）
晉
の
陶
潜
の
帰
去
来
（
文
選
巻
四
十
五
）・
帰
二
園
田
居
一
五
首
な
ど
を
踏
ま
え
て
い
る
。
─ ─
